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題字は村上日出俊氏（雅号酉山） 

 

「放送大学大阪学友・同窓会」の新しい門出に 
               

柏木 隆雄 元放送大学大阪学習センター所長 

                           

 
 

というのも、これまでの大学勤めでは思いもかけなかった、年配の方方の熱心に学ぶ姿や、学

びたいと思っても様々な理由でそのことが叶えられない人たちが、想像以上に沢山いられること、

放送大学がそれを叶えるきわめて意義深い、かつその責務を負った大学であることを、所長を務

めることによって、身近に、また痛切に感じることができたからです。所長が接する学生さんは、

じつは登録学生のほんの僅かの数でしかありませんが、それでもその方々の背後に黙々と、一生

懸命に学ぼうとされる大勢の姿を想像することができたのは、やはり面接授業の教室や同窓会の

様々な行事で知り合えた人々のおかげです。 

 同窓会の行事として私が参加させて頂いたのは、総会（これは顧問として）、毎年 1 回 6 月頃

のコンサート。コーラス部とその指導者である当重茜先生の独唱会、時にはピアノ伴奏の先生の

ソロ演奏もありましたね。それから 3 月と 9 月に行われる同窓会主催の卒業祝賀会。その時に

必ずある演し物の橋田悟さんの手品。荘保さんをアシスタントに見事な芸を披露してくださいま

した。（橋田さんが逝去されたのはまことに残念です。）時にはソプラノの茜先生も素晴らしい歌

を披露してくださって、調子にのった私までがお粗末な歌で皆さんのお耳を汚したこともありま

した。 

しかし何よりもその祝賀会で私が楽しみにしていたのは、卒業される方方のテーブルスピーチ

です。それぞれが卒業に至る迄の、入学時から始まって面接授業や日頃の学習、とりわけ試験期

間などについてのお話の、何と感動的であることか。例えばある卒業生（女性）の話に、彼女が
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 私が大阪学習センターの所長

を拝命したのは平成 20 年の四

月。最初の仕事はその年 6 月 1

日発行の放送大学大阪同窓会発

行の会報『おおさか』に巻頭言

を書かせていただくことでし

た。それからほぼ 10 年、新しく

発足した同窓会誌に蕪辞を寄せ

ることができるのは、まことに

嬉しいことです。大阪学習セン

ターの 3 年間は、私にとって実

に充実して楽しいものでした。 
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毎晩仕事から帰って放送大学のテクストで勉強していると、中学生の娘さんが、お母さん、なん

で勉強なんかするの？と聞いたという。中学生となれば､勉強がそろそろ苦痛に思える頃ですね。

その人はすぐには答えられず、問われて、自分でもはて何で勉強するんだろうと考えてみた。そ

してこう答えたそうです。「お母さんは勉強するのが楽しいんよ！」と、そう答えて彼女自身が、

なぜ自分が勉強するのか、わかったといいます。嬉しいことにその答えに中学生の娘さんがその

答えに感動して、勉強は楽しいものなんだ！といって、それから一緒に勉強するようになったの

だそうです。 

 ここには真の意味で学問の要諦が述べられています。毎回の同窓会主催の卒業祝賀会は、こん

な素晴らしい話に満ちています。今年 5 月の総会で正式に「放送大学大阪学友・同窓会」とな

ったと聞きました。すなわち卒業生・在校生が一緒になって活動する団体となったわけで、まこ

とにあるべき理想の姿というべきでしょう。ますます活動が盛んになり、さらに感動の場が生ま

れることを期待しています。 

 

                       

 

 

 

 

 
 
 

大阪同窓会第 18回定期総会を平成 29年 5月 21日(日)13：00～14：00セミナー室にて開催し

ました。顧問の西田正吾所長・宮本事務長にもご臨席いただき、出席者 24名・委任状 210名で、

次の 1～6号議案はすべて可決承認されました。尚、第 3号議案の名称変更については、委任状

において、他名称や？マークの方もありましたが、多くの方が賛成及び肯定的意見で、「放送大

学大阪同窓会」は「放送大学大阪学友・同窓会」と名称変更されました。又、質問については「会

員参加が一番多い行事はどれか」など、ご意見としては「同窓会会員のためになっているイベン

トが少ないのではないか」などがありました。 
 

第 1号議案  平成 28年度事業報告の件 

第 2号議案  平成 28年度会計報告（収支決算）及び監査報告の件 

第 3号議案  会則一部改正の件 

（名称：第１条 本会は放送大学大阪学友・同窓会と称する） 

第 4号議案  平成 29年度事業活動計画（案）承認の件 

第 5号議案  平成 29年度予算(案)承認の件 

第 6号議案  平成 29年度世話人、会計監査役、顧問選出の件 
 

又、本年 2月 10日に長年世話人としてご尽力くださいました橋田悟様がご逝去されました。

ご出席の皆様にご報告申し上げ、全員で哀悼の意を表し黙祷しました。 

橋田様は卒業祝賀懇親会や忘年会でマジックを披露し参加者を楽しませてくださいました。 

訃報については、会員の飛松徹様もご逝去されました旨のご連絡があり、謹んでご冥福をお祈

り申し上げます。 

 

 

 

放送大学大阪同窓会第 18 回定期総会 
                    

2017・5・21 

 
本総会にて「放送大学大阪学友・同窓会」と名称変更されました。 
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                  西原 浩 元放送大学大阪学習センター所長 

 
総会終了後の 5月 21日午後 2時より同じくセミナー室で、元大阪学習センター所長 西原浩先

生の講演「光電子工学者として歩んで」を開催しました。参加者は 60名でした。 
西原先生は平成 28年春の叙勲において、長年に亘る教育や学術研究への功績による、教育研

究功労として、瑞宝中綬章を受けられました。心よりお祝い申し上げます。  

  
[講演要旨] 
私の原点はラジオ少年で、少年時代には自分で作った鉱石ラジオで音楽が聴けたことに感動し

た。大学では工学部通信工学科に進み、そこでレーザーに出合い、その光に魅せられて、定年ま
でこの分野の教育研究に携わった。 

1960 年に学部を卒業、この頃に場所をとらない壁掛けテレビを作りたいと思っていたが、今
は液晶テレビとして実現されている。院生時代を 1965年に終え、大阪大学で助手・講師を 1970
年まで務めたが、その折の給料は 3万円に満たなかった。それからカナダ国立研究所へ留学。こ
こから光電子工学の生涯に亘る研究がはじまった。ここにはイギリス、ドイツ、ロシアなどいろ
いろな国の人々がいて、最初は言葉に困ったが半年もすると少し分かるようになり、レーザーな
どの様々な実験や研究に携わり、楽しく過ごした。33歳頃だった。 
1973～2001 年は大阪大学で助教授・教授時代を送り、微小光学・光集積回路デバイスの研究

に没頭した。世界のエレクトロニクスの成長・隆盛は 1970～2000 年、その後に及んだ。それま
でのアナログ技術はデジタル技術となり、真空管はトランジスタに変わり、またレーザー光技術
が展開されるようになった。カメラはデジカメになり、また、パソコン、光ファイバー通信、光
ディスク、ブルーレイレーザーディスクなどが登場、私はこの分野の教育研究に携わってきた。 
日本のデジタル技術をベースとした電子産業は世界をリードしてきたが、バブル崩壊以降、こ

の状況は長く続かず、後発の韓国や台湾に追い越された。これは、日本は高品質にこだわり、低
コスト化の努力を怠ったからである。しかし、いずれまた日本の技術は復活し、世界をリードす
るようになるであろう。 

2001年大阪大学を退職後、福井工業大学に 2001～2002年まで、そして放送大学に 2002～2008
年まで勤め、今は大阪市立科学館でボランティアをして小中学生の理科教育に関わっている。又、
教会や他所で風船やマグネットを使い、科学の実験を見せることで楽しく過ごしている。2000
年頃から水彩スケッチを親しんでいる。（最後に叙勲された折のことをお話しくださいました。） 

大阪学習センター・大阪学友･同窓会共催 講演会  

光電子工学者として歩んで 
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学位記授与式終了後、大阪学習センター第 2講義室で、西田正吾大阪学習センター所長・ 

林正則前大阪学習センター所長・由元客員教授・吉田事務長にご臨席いただき、総勢 45名の方々

のご参加で、卒業祝賀懇親会を開催しました。 
 

         
西田所長から銘酒「祝菊」を差し入れいただき、吉田事務長の乾杯の発声で始まりました。 

 

 

 
 

大阪学友・同窓会主催 

春の卒業祝賀懇親会
2017・3・26 

放送大学学位授与式の報告です。文科省大臣、総務省政務次官が参

加されました。卒業生で最高齢の 99 歳の方が特別表彰され、いかにも

放送大学らしい卒業式でした。大阪では名誉学生の方が病で欠席され

ましたが、今後ともこの会を支えていきたいと思います。お酒を準備

しました。父の実家で揖斐川町の酒です。皆様味わってください。 

西田所長のご挨拶 

学位授与式に参加できてうれしく思います。学習センターを離れて 2

年を経ましたが知った方々がたくさんおられ、いつも楽しい雰囲気で

楽しませて頂いています。本日の答辞に感動しました。人生の経験苦

労をしみじみ感じ、頭の下がる思いです。それぞれ苦労を重ねてこら

れたと思いますが、皆様は表面に出さずにこやかに過ごされておられ

ます。この場は今後とも心に誇る会でありたいと思います。卒業され

ても学習センターに来てほしいものです。 

林前所長のご挨拶 

由元先生のご挨拶 

５年間客員として毎月１回の勉強会で学びの場として気づかされ

る事も多かったと感じています。常に心がけていただいたことは 、

受講生に最低１回は「なるほど」と思っていただくよう、学びの喜び、

醍醐味を味わって頂くように努めてきました。しかし大したお役に立

てなかったかも知れません。 
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☆子供たちを卒業させて暇になり、図書館でこの様なところで勉強できる事を知りました。卒業

に６年間かかったが、再入学します。  

☆入学動機は学割がほしかったからです。資格を取りたくて学んでいたが卒業してしまいました。

放送大学への不満は、資格が取れない事です。教職や、社会福祉士の受験資格が取れません。

優秀な成績をとっても次の学期で奨学金が出ません。私が学長ならこれらを実現させます。た

だ学長選挙にどうやったら出られるのかが問題です。 
   
  

 

橋田さんとは大昔、TV 放送が無い時代、授業映像を教室で共同受講していました。お陰で学

生間で学びのキャッチボールができました。  

橋田さんのエピソードとしては、懇親会で毎回新ネタマジックをたどたどしく披露されていま

したのが微笑ましく楽しいものでした。  

愛妻弁当は持参されませんでした。その理由は、この年になってお互いに煩わしさを少なくす

るという事です。  

広島の原爆に遭遇されています。枚方の小学校に当時の状況を語りに行かれています。被爆直

後は一瞬シーンとなり、その後建具の裂ける激しい音がしたのが実感と云われていました。  

橋田様を偲んで「人を恋うる歌」を歌います。  
 

 

 
☆村上真紀(まこと)様   

色々な方の話を聞くことができて、勉強になりました。自分だけではなく、皆様は色々な困

難に立ち向かっていったのだなあと感心しました。これからも放送大学で学び続けていきたい

と思います。マジックショーや色々な催しを企画して頂き有難うございました。本当に楽しく

有難うございました。  

☆匂坂祐一郎様  

心温まる祝賀会を有難うございました。西田所長の差し入れの「祝菊」甘口で口当たりの良

い美味しいお酒で感動です。参加者との交流あり、マジックの楽しいひとときありで、思い出

になる一日となり、本当に感謝です。 

 

  

 
参加者の方々のスピーチ 

 
☆名誉学生の中塚政則様が同窓会の大先輩で急逝された橋田悟様の思い出をお話しくださいました。 

アンケートの感想

文 

北
村
雅
子
様
が 

マ
ジ
ッ
ク
を 

披
露
し
て
く
だ 

さ
い
ま
し
た
。 
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午後 2：00より大阪教育大学ミレニアムホールにてホルン演奏家 辻浩二氏(大阪芸術大学客員

教授・関西室内楽協会ゼネラルマネジャー・元大阪市音楽団顧問)の出演、初瀬川未雪さんのピ

アノ伴奏にて、ホルンのレクチャーコンサートを開催しました。  

アルプホルンを使っての音の出し方、18・19 世紀に活躍したナチュラルホルンが、半音階が

スムーズに演奏できる現在のフレンチホルンへと進化していった歴史がレクチャーされ、ベート

ーベン作曲・ホルンソナタ ヘ長調 作品 17、サンサーンス作曲・ロマンス 作品 36 など、最後

に「花は咲く」が演奏されました。参加者は 84名でした。 
 

 
 

           

・音がすごくきれいでした。すごくプーっとなっていた。ピアノも良かった。（10歳以下・女性・

小学生）・面接授業だったので、あまり見られず 15分程度見ていた。今後は長い間演奏している

ところも見てみたい。ホルンが長かったので驚いた。(10歳代・男性・学生)・聴くだけでなく、

見る触るという双方向のコンサートで大変良く、価値のあるものでした。ありがとうございます。

（30歳代・女性・同窓会員）・様々なホルン、実物に触れ聴くことがきる貴重な機会でした。お

話もわかりやすいですし、演奏も素敵、最高です。ありがとうございます。辻先生、次から次へ

と、お話と演奏、大変なことと思います。お疲れ様でした。（40歳代・女性・一般）・とても素 

            敵な演奏をありがとうございました。ホルンの重みのある音色はとて 

も素敵でした。 ホルンのソロ演奏ははじめて聞きましたがいいもの

だと思いました。このようなチャンスを与えて下さり、感謝いたしま

す。（50歳代・女性・学生）・勉強会後すすんでかけつけた。「花は咲

く」という知っている曲が聴けて良かった。（60歳代・男性・学生）・

ホルン由来も聞け、牛のお乳がよく出るようになるというのには感心

しました。最後の「花は咲く」もしっとり素敵でした。ありがとうご

ざいます。（60歳代・女性・一般）・良かったです。ブラボーーー！

（60歳代・男性・学生&同窓会会員）・レクチャーおもしろかったで

す！ホルンの音色大好きです。辻先生ありがとうございました。お疲 

大阪学友･同窓会主催・大阪学習センター共催 

  第 13回公開コンサート 
ホルンの歴史を垣間見るレクチャーコンサート 

                                                    2017・6・3 

参加者の方々の感想 
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れ様です。（60 歳代・女性・学生）・実物のアルプスホルンの音を間近で聞け、見れて、よかっ

たかったです。演奏も素敵でした。先生のお話もとても勉強になりました。（60歳代・女性・学

生）・アルプスホルンやナチュラルホルンなど珍しい楽器の音も聞けて楽しめました。ありがと

うございました。（60 歳代・男性・一般）・レクチャーとコンサートでわかりやすかったです。

毎回色々企画いただきありがとうございます。次回も楽しみにしています。（60歳代・男性・一

般）・日頃音楽コンサート等に全くいかないので、本日は大変良かったです。特にホルンのこと

は全く知らなかったので大変勉強になりました。ありがとうございました。（60歳代・女性・一

般）・おだやかなホルンの音に心もおだやかになるようでした。ホルンの進化について興味深い

お話、楽しく拝聴させていただきました。（70 歳代・男性・学生）・はじめてピアノとホルンの

演奏を聴きました。ホルンが手でふたをして演じるということを初めて知りました。「花は咲く」

が生で聴けて感動しました。ありがとうございました。（70 歳代・女性・学生）・なつかしい辻

先生にお目にかかれました。以前大阪市の市音時代、大阪市いろよう大学でいろいろお世話にな

った事を思い出しました。今も市音友の会に入ってコンサート等々楽しませて頂いております。

いつまでもお元気でお過ごしください。ありがとう。（70歳代・女性・一般） ・ホルンの豊かな

音色を堪能しました。オーケストラの中央に並んで豊かな音色を響かせるフレンチホルンを辻先

生により単独でレクチャーをいただきながら聴くことができ満足でした。（80歳以上・男性・学

生&同窓会会員）・とても素晴らしいコンサートでした。ホルンを身近に見たのははじめてで感動

しました。レクチャーも、とても楽しく素晴らしいひととき、ありがとうございます。(80歳代

以上・女性・学生)等々   
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学位記授与式終了後、大阪学習センター第 2講義室で、西田正吾大阪学習センター所長・ 

林正則前大阪学習センター所長にご臨席いただき、総勢 32 名の方々のご参加で、卒業祝賀懇親

会を開催しました。西田所長からは今回もご実家の岐阜県揖斐川の銘酒「祝菊」を差し入れいた

だき、宮本事務長が乾杯のご発声をしてくださいました。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

大阪学友・同窓会主催 

秋の卒業祝賀懇親会 
2017・9・24 

乾杯 

西田所長ご挨拶 

林前所長ご挨拶 

 
ご卒業おめでとうございます。 
皆さんは、今回学士号や修士号を取得されたわけです

が、学士や修士の取得は、あくまでも学習を行う過程の 1
ステップであり、皆さんが放送大学で学ばれた知識や考え
方を「これからの人生でどう生かしていくか？」「これか
らのチャレンジにどう生かしていくか？」が最も重要であ
ることを認識していただければと思います。 
つまり、この瞬間より皆さんが「新しいチャレンジへの

新たな旅立ち」に向かわれることを心より祈念したいと思
います。 
また、皆さんがここに来るまで支えていただいたご家族

の方々、友人の方々、先生方、周りの方々への感謝の気持
ちを忘れないでいただければと思います。 
今後の皆さんのご活躍を心より期待しております。 
 

 
放送大学で一つの単位を取得するということが、いかに

大変かを私は皆さまの身近にいてよく知っております。皆
さまは、それぞれにお仕事やご家庭や、あるいは体調や年
齢など様々なハンディキャップと日々向き合いながら今
日の日を迎えられました。放送大学の学位は、他のどんな
大学の学位にも決して負けない価値ある学位だと、私は確
信しています。私は一般の国立大学にも長らく務めており
ましたので、そのことをよく知っています。 
これからは、放送大学の卒業生、修了生だということに

大いなる自負、プライドを持って、学びの成果を社会に役
立てて下さることを願っております。 
このあともさらに放送大学、この大阪学習センターで

「学び」を続けて行かれる方も多いのではないかと思いま
す。なかには、この日を最後に、新しい「学び」の場に挑
戦される方もおられることでしょう。いずれの場合にも、
ここ大阪学習センターで机を並べることで得られた人間
関係、「縁（えにし）を大切にして、同窓会、サークル活
動などにも引き続き参加されて、互いに手を携え、後輩に
も手を差し伸べて、人間関係の輪を広げて行って下さった
らと、心から願っております。 
「草いろいろ おのおの花の手柄かな」（芭蕉） 
皆さま方のそれぞれに異なった人生の年輪を刻んだ、お

一人お一人に、心から拍手をお送りしたいと思います。 

 
西田正吾所長のご挨拶 

 
林正則前所長のご挨拶 
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・夫婦で一緒に入学し、妻が先に卒業必要単位を取得、私はまだ大分多く残っていたが、一緒に 

卒業したかったので、懸命に努力し頑張って勉強、共に卒業できた。 

・学習センターに通うことが元気の源となっています。 

・卒業研究もして卒業しました。卒業研究は放送教材とは少し違う能動的な学びで、いい勉強に

なった。再入学については少し期間をおきたい。 

・最初の卒業は 124 単位必要だったが、2 回目以降は専門科目だけで比較的楽に卒業できた。 

・ようやく 3 回目の卒業を迎えることができました。先輩の方々やコーラスの方々に支えてい

ただき、本当にありがとうございました。ぼけないように、もうしばらくは在学を続けていき

たいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

・懇親会でいい方と知り合いになれて良かった。 

・紆余曲折あったが、家族や友人に支えられ卒業に辿りつけた。 

・学位記授与式と祝賀懇親会に出席し、卒業したのだと改めて感慨深くしました。 

・この年で学べるのは幸運です。等々 

 

  
 

 

 
 

 

 

 

卒業生の方々のスピーチ＆感想文 

竹村和巳様のマジック 

続いて荘保妙子様のマジック 
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適塾（適々斎塾・緒方塾）は蘭学者・医学者の緒方洪庵が 1838 年に開いた私塾で、幕末から

明治維新にかけて活躍した大村益次郎・福沢諭吉・橋本左内など、様々な人材を輩出した蘭学塾

です。この日はお天気にも恵まれ、みんなで適塾御膳会食をいただき、江戸末期を生きた彼の歴

史を紐解きながら、見学を楽しみました。参加者は 8名でした。 

 

 

 

 
大阪学友･同窓会主催 

Welcome 研修旅行 適塾  2017・8・11 
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大阪学友・同窓会では 9月 10日、世話人 7名で、京都同窓会 10周年記念式典＆祝賀会のお祝

いかたがた、3 年後に迫る大阪学友・同窓会 20 周年記念式典の参考にさせていただきたく、見

学に行って参りました。 

 

 
 
京都同窓会設立 10周年記念式典＆祝賀パーティーに参加して   
京都同窓会から設立１0周年記念式典＆祝賀パーティー（9月 10日）のご招待が来ました。 

大阪ではこうした催しは実施されませんでした。20 周年はぜひ実施しようということになって

いるので、参考のためにもぜひ拝見したいと、有志で参りました。パーティ自己負担なのでどう

かなと思いましたが、7名も集まり京都同窓会から非常に感謝されました。 

会場はキャンパスプラザ京都 4階第 3講義室ですが、非常に豪華に見えました。 

題目は人気の滋賀学習センター所長 吉川栄治先生の「恋歌(こいうた)の世界」で、まちがい

だらけの百人一首が第 1テーマです。言われてみれば歌は、歌は虚構の世界なのだから事実と仮

定して考える方がおかしいのですね。虚構としてつき合わせ、無理やり意味ありげに並べ替えて

の披露等、面白かったです。テーマは有名な小野の小町実像解説や在原野業平解説、兼好法師ま

で及ぶものでした。言葉遊びも面白く頓阿とのやり取り（頭韻と末韻だけを読む）もユーモラス

でした。 

頓阿「夜も憂し妬く我が背子はては来ず なほざりにだにしばしとひませ」  

兼好「夜もすずし寝覚めの仮庵手枕も 真袖も秋にへだてなき風」 の 2 首を頭韻と末韻でみる

と 頓阿「米（よね）はなし銭（せに）少し」兼好「米（よね）給へ銭（せに）も欲し」となる

のです。本当に楽しい時間でした。 

祝賀パーティーはすぐ傍のハトヤ瑞鳳閣で行われ、私たちはおいしく戴きました。 

記念式典会場も殺風景な大学施設とは一味違っていました。大阪でいえばさしずめ西館というと

ころですね。楽しくユーモラスなセンス一杯の素晴らしい講演と華やかなパーティーでした。少

しプレッシャーになったかもしれません。  

 

 

 

 
代表世話人のご報告 

 

「京都同窓会 10周年記念式典＆祝賀会」 

参加のご報告 
 

2017・9・10 
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大阪学習センター河堀祭の出し物として、大阪学友・同窓会では 13時～より第 1講義室にて、

旭堂南青さん上方講談を開催しました。参加者は約 90名でした。 

「いろいろな所で講談をして来たが、こんな命がけの高座は初めて」と机で組み立てた講義室

の高座に上がり、以前、600名在籍の小学校児童会会長の読み間違えで、ニューハーフが出てく

ると騒がれたこと、講談さ中に寝ていた人から「南青さん、夢のようでした」と言われたこと等々、

愉快で鮮やかな前口上があり、“講釈師見てきたような嘘をつき”という川柳のごとく、「講談は

歴史的な人物、出来事をおもしろおかしく申し上げる芸能ですが、決して真剣に聞かないように」

との前置きでした。 

   
当日のお楽しみの演目は「赤穂義士外伝『下僕直助』」です。 

[要旨]赤穂藩家老の大野九郎兵衛が催した月見の宴で刀を抜き自慢、岡島八十右衛門はお嬢さん

の病気で刀を薬代に替えているという事情を知りながら、刀を抜かせ侮辱した。主人が刀のこと

で辱めを受けた事を知った忠義な下僕直助は、赤穂を出て大阪へ行き、新刀屈指の刀工、津田越

前守助廣に弟子入りする。普通は 10年、15年かかるところを必死の努力で 3年で刀鍛冶となり、

主人岡島八十右衛門に名刀を献上。その名刀を見た大野九郎兵衛、顔面真っ青、ということでお

開きです。[参加者感想]･滑舌・流暢な話っぷり、笑いの中の随所に人として心がけるべきこと、

するべきこと、してはならないこと等々が織り込まれ感動です。・ほぼ満員の入場者の方々の満

足げなお顔を拝見することができました。ありがとうございました。又、聞きたいです。 
 
 

生年月日：1980年 6月 4日（37歳） 星座：双子座 血液型：A型 

大阪府立東住吉高等学校芸能文化科・近畿大学文芸学部 卒 

2004年に旭堂南左衛門に弟子入り、南青となる。現在、上方講談協会所属 

 

 

 

 

 

 

 

 
大阪学友・同窓会主催 河堀祭参加出し物  

上方講談 旭堂南青 赤穂義士外伝「下僕直助」 
 

2017・10・15 

 

 

 

 

 

放送大学イメージキャラクター 

まなぴーバッジ販売のご案内 

 

 

オリジナルバッジとまなぴーバッジのセ

ットで 1000 円です。サンプルは事務室受付

に置いています。大阪学友・同窓会行事の折

に販売していますが、世話人にお声をかけて

いただければ、いつでも販売いたします。 

まなぴー 
ピンバッジ 

オリジナル
バッジ  

同窓会連合会より 

このバッジは、同窓生、学生、諸先生、職員を問

わず放送大学にご縁のある方々に広く着用頂き連

帯感・一体感の醸成を目指して作製いたしました。 

旭堂南青さんプロフィール 
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昨年の「年忘れ楽しもう会」は 12月 18日、百楽シノワーズ天王寺店にて午後 5時～開催しま

した。参加者は 22名でした。 

  
   
 

この１年間お世話になりました。今月１８日、同窓会との共催で学習支援の集いが開催されま

した。今回は参加者が少なかったのですが内容は充実していました。勉強の仕方について、事務

局ではカラキュラム説明はできるが、実際の勉強の仕方が答えようがありません。先輩の学生の

皆様の指導が必要だと痛感しました。卒論の勉強会も来年度は回数を増やし、充実させていきた

いと思っています。 

 
 

若い人との繋がりを増やしたい。更に研究を深める。趣味の世界に役だたせたい。等々 

某国立大学法学部をご卒業後、米国の法科大学院を終えられた方より「これこそ大学と思ったの 

が放送大学である。学問は名誉、出世で無く、面白いからやる」とのお話もありました。 

 

 
 

 

 

 

大阪学友・同窓会主催 

年忘れ楽しもう会のご報告 
2016・12・18 

大阪学習センター西田所長ご挨拶要旨 

今年の「年忘れ楽しもう会」は 12 月 17 日(日)です。ご案内は最終ページに掲載しています。 

どなたでもご参加いただけます。多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

参加者の方々のスピーチ要旨 

今回は参加者の皆様のスピーチ時間枠を多く

しましたので、皆様の話題も広がり、お互いを

知る良いチャンスでもあったと思います。おか

げで会場の雰囲気が盛り上がったと感じます。 

後半はクリスマスキャロルの「きょしこの夜」

を学友・同窓会世話人の北村様のご指導で、全

員で斉唱しました。歌はさらに「ホワイトクリ

スマス」へと広がりをみせました。 

マジックは学友・同窓会世話人の本年 2 月に

ご逝去されました橋田様にご披露いただきまし

た。皆様の喝采を受けました。 

ご参加の皆様有難うございました。 
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多くの学友が、より積極的な学びとしての卒業研究に、チャレンジする一助になるよう願って、

卒業研究勉強会が開催されました。遠方からの参加者あり、活発な質疑応答ありで好評でした。 

                  

  
発表者（専攻）・テーマは次の通りです。参加者は 47名でした。 

 
1.岩田史子様（生活と福祉）「救急外来診療中患者の家族におけるニーズと看護問題に関する文

献検討」 

2.村上真理様（自然と環境）「目に見えない光が及ぼす地球環境への影響について～赤外線･紫外

線が持つ光と熱の性質～」 

3.佐野桂子様（生活と福祉）「がんや神経難病に罹患した患者とその家族の精神的苦痛を対象と

した哲学対話の有効性の検討」 

4.山口優枝様（人間と文化）「『夜明け前』における主人公の狂死についての一考察」 
   
 
☆岩田さんの、患者と家族ニーズと看護問題の研究、興味深く聞かせて頂きました。 
生活健康科学プログラムに在籍し、井出先生、戸ケ里先生の指導を受けています。医療者中心の
医療から、患者・家族中心の医療に変わりつつあると聞いています。障害者、難病患者、認知症、
がん患者等が、当事者として発言し医療や行政を変えつつあることを学びました。緊急外来の忙
しい中、患者・家族のニーズに寄り添って行こうとする研究に、是非、お仕事に活かせて下さい。
ありがとうございました。 
☆村上さん、赤外線・紫外線の地球環境への影響、発表ありがとうございました。 
実験による研究と聞き驚きました。実験設備が使いにくい環境の中、笠井先生のご指導があった
としてもご苦労があったと推察しています。トランプ大統領の米国、習近平主席の中国、保護主
義の動き、自国の権益の優先が、格差を助長し争いを拡大しているように思います。小さな地球
を守るためには互いへの尊敬と協力がいるのではないか。環境への配慮がより一層必要ではない
かと思いました。お仕事を通じて研究を活かしてください。ありがとうございました。 
☆佐野さんの研究、西田先生を通じて聞かせて頂きました。ありがとうございました。がんや難
病患者に寄り添い精神的に患者や家族を支えようとする研究に感銘を受けました。人はみな悲し
みや辛さを抱えて生きています。私の父も末期の肺がんで亡くなりました。骨や脳や体中に転移
しましたが、本人に告知しない時代です。最後の 2 週間は兄と交替で病室に泊まり込みました。
最期はがんに侵された肺が潰れる形で喀血して無くなりました。父本人も母も末期がんとは知ら
なく家に帰れることを信じたまま亡くなりました。今思えば、告知しなかったことが良かったか
どうかは疑問です。自分の末期を知らず突然の死、やり残したことや心の準備もあったと思いま
す。ホスピスに入院したことも知らずに死んだ父、父の末期がんを知らずに突然の別れを迎えた
母、そのことを思い出しました。修士に進まれるとお聞きしました。患者・家族に寄り添う研究
を深めて下さい。ありがとうございました。 
☆山口さんの『夜明け前』主人公の狂死の一考察、発表頂きありがとうございます。この 4月「人
間と文化」に再入学しました。山口さんの後輩になります。今後とも色々お教え下さい。私も
70 歳を超えました。仲間や先輩の多くは何らかの障害や病を抱えています。それらを抱えなが
ら、老いの世界を生きています。人間に最も必要な力は、最後に必要な力は人間力と思うように
なりました。人間を理解し人間を愛し互いに尊敬し尊重する教養としての人間力です。私はビジ
ネスの世界にいました。効率と成果が求められる世界でした。人間力を身に着ける勉強は殆どし
てきていません。工学系の人間であり、文系の理解力は殆どありません。遅まきながら「人間と
文化」に入学し勉強を始めたところです。修士に進まれ『夜明け前』の研究を深められるとの事。
研究頑張って下さい。そして機会がありましたら、色々お教え下さい。ありがとうございました。 

 
 

       2017・4・9 ＆ 2017・7・9 
 

 

 
平成 29 年度第１回卒業研究勉強会 4 月 9 日・第 2 講義室 14 時～ 

大阪学習センター主催・大阪学友･同窓会共催 

卒業研究勉強会 チャレンジャー集まれ!! 

協力者・村橋陽三様の発表者へのお礼の辞 
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発表者（専攻）・テーマ・指導教員は次の通りです。 
 

1.加藤三保様（心理と教育）「保護者は、子育て経験をとおしてどのように変化するのか－イン

タビューから考える保護者の成長のプロセス－」、向田久美子先生 

2.藤田みゆき様（生活と福祉）「精神科看護における CVPPP（包括的暴力防止プログラム）の教

育に関する文献研究：日本の看護学研究論文のレビューによる検討」、奈良由美子先生 

3.景山修治様（自然と環境）「陶邑の須恵器と泉北丘陵地帯の土の層とのつながりを調べる」、

大森聡一先生 

4.畦西繁夫様（大学院；社会経営科学）「大メコン圏開発における東西経済回廊－第二メコン国

際橋を中心に－」、高木保興先生  
 第 1回目は西田正吾所長・林正則前所長・笠井先生に、第 2回目は西田正吾所長・林正則前所

長に講評いただき、質疑応答後、親睦のため茶話会をしました。 
 

 

 
 
 

 
 
学習の進め方や学生生活に不安をお持ちの学生の方々に、所長・事務長からのアドバイスや先

輩学生の体験談などを通して支援する「学習支援のつどい」が年に 4回開催されています。どん

な小さなことでも結構ですので疑問や悩みをお持ちの方は是非相談に来てみてください。 

2017年 4月 2日は支援を受けた新入生 8名で支援した学生 6名、6月 18 日は支援を受けた学

生 6名で支援した学生も 6名、そのほか所長他 2名が参加されました。次回は 12月 17日です。 
 

       
大阪学友・同窓会では世話人として一緒に活動していただける方を募集しております。 

現役社会人の方にもご協力いただけますよう、世話人会は原則第３日曜日午前中となっておりま

す。究極のボランティア団体で、できる時にできる範囲でお手伝いいただければ結構です。 

会員相互の親睦、本会のさらなる活性化、又本学の発展のため、現世話人だけでは活動に限界

がありますので、お力をお貸しいただきたくよろしくお願いいたします。 

ご協力いただける方は 6F事務室横学友・同窓会メールボックスにその旨ご投函ください。 
 
 
 

学友・同窓会会員の皆様、学生生活の仲間を増やしたく、ご家族・友人・知人などに放送大学

を紹介していただければと存じ、募集協力の案内を送りますので、よろしくお願いいたします。 
 

 

 

メールアドレスを新規取得された方や変更された方、又入会時未登録で現在お差支えの無い方

は、メルアドの登録をお願いいたします。oujosakadousoukai@gmail.com へご連絡くださいま

すよう、よろしくお願いいたします。 
   
 
 
PC なしでは生活できない私ですが、メディアによると中学 2 年生の少年が、掲示板で「ゼウ

ス」と呼ばれるウイルスを、不特定多数の人に販売していたそうです。15兆円を超える日本の 
EC市場規模ですが、社会に警鐘を鳴らすべき一事例と感じます。（衣川） 

 
メールアドレス登録のお願い 

 

                 2016・12・18 

                       2017・4・2 ＆ 6・18 ＆ 10・1 

 

 

学生募集にご協力のお願い 

 
平成 29 年度第 2 回卒業研究勉強会 7 月 9 日・第 2 講義室 10 時～ 

大阪学習センター主催・大阪学友･同窓会共催  
学習支援のつどい 

大阪学友・同窓会世話人募集中 

編集後記 

mailto:oujosakadousoukai@gmail.com
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重松啓司 東條芳江 坂本良高 旗手真也  

景山修治 小橋川茂子 菅野博美 竹藤裕子 森本明美 

     河原賢治 北三智子 米谷麻弥 田村力 野末泰子 

茶谷清 林晃生 林道代 山口優枝 山本孝司 梁愛正(ヤンエヂョン) 
     
20 名の方が新会員となられました。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

   
下記の通り「年忘れ楽しもう会」を開催します。多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

日 時：12月 17日（日）17：00～19：00       

場 所：百楽シノワーズ天王寺店(中華)ミオプラザ旧館４階 ℡06-6779-6546 

会 費：4,000円 飲み放題（学友・同窓会会員には 500円の助成があります） 

締切日：12月 14日（締切り後のキャンセルは、店舗にて取消不可のため、代金を 

お支払いいただきますので、ご了承くださいますようお願いいたします。） 

申込方法：下記のいずれかの方法でお願いします。 
 

・大阪学習センター6Ｆ 大阪学友・同窓会掲示板の申込用紙に記入 

・メール oujosakadousoukai@gmail.com 宛 

・はがき 〒543-0054 大阪市天王寺区南河堀町４-88 

            放送大学大阪学習センター内 大阪学友・同窓会 宛 

大阪学友・同窓会主催 

年忘れ楽しもう会のご案内 
 

新入会員のご紹介(敬称略 ) 

 

学生 

 

 

卒業生 

mailto:oujosakadousoukai@gmail.com

